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選者紹介

黒
岩
　
徳
将
（
く
ろ
い
わ　

と
く
ま
さ
）「
い
つ
き
組ぐ

み

」
所
属　
「
街ま

ち

」「
Ｋケ

ノ

ビ

Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
」
同
人

平
成
二
年
兵
庫
県
生
れ
。
現
代
俳
句
協
会
青
年
部
長
。

第
一
句
集
『
渦
』

吐
き
し
枝
踏
み
越
え
て
ゆ
く
寒
鴉

佐
藤
　
文
香
（
さ
と
う 
あ
や
か
）「
翻ま

ん
ぼ
う

車
魚
」「
鏡か

が
み」
同
人　

昭
和
六
十
年
兵
庫
県
生
れ
。

句
集
『
海
藻
標
本
』（
第
十
回
宗
左
近
俳
句
大
賞
）『
君
に
目
が
あ
り
見
開
か
れ
』『
菊
は
雪
』『
こ
ゑ
は
消
え
る

の
に
』。
詩
集
『
渡
す
手
』
に
て
第
二
十
九
回
中
原
中
也
賞
。
編
著
『
俳
句
を
遊
べ
！
』『
天
の
川
銀
河
発
電

所
』
な
ど
。松

過
の
な
が
ら
歩
き
の
放
つ
光
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髙
田
　
正
子
（
た
か
だ　

ま
さ
こ
）「
青せ

い
れ
い麗
」
主
宰

昭
和
三
十
四
年
岐
阜
県
生
れ
。
俳
人
協
会
理
事
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
季
語
と
歳
時
記
の
会
理
事
。「
中
日
新
聞
俳
壇
」

選
者
。
句
集
『
玩
具
』『
花
実
』（
俳
人
協
会
新
人
賞
）『
青
麗
』（
星
野
立
子
賞
）。
著
書
『
子
ど
も
の
一
句
』

『
黒
田
杏
子
の
俳
句
』『
日
々
季
語
日
和
』。
編
著
『
黒
田
杏
子
俳
句
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
全
四
巻
。

空
へ
近
づ
く
笹
鳴
を
く
り
か
へ
し

堀
本
　
裕
樹
（
ほ
り
も
と　

ゆ
う
き
）「
蒼そ

う
か
い海

」
主
宰

昭
和
四
十
九
年
和
歌
山
県
生
れ
。
俳
人
協
会
評
議
員
。
第
二
回
北
斗
賞
、
第
三
十
六
回
俳
人
協
会
新
人
賞
、
第

十
一
回
日
本
詩
歌
句
随
筆
評
論
大
賞
受
賞
。
著
書
に
句
集
『
熊
野
曼
陀
羅
』『
一
粟
』。
又
吉
直
樹
と
の
共
著

『
芸
人
と
俳
人
』、『
俳
句
の
図
書
室
』。『
富
士
山
で
俳
句
教
室
』『
散
歩
が
楽
し
く
な
る
俳
句
手
帳
』。

夜
咄
や
暗
が
り
に
斧
立
て
掛
け
て

　

全
作
品
の
名
前
を
伏
せ
て
、
全
選
者
に
そ
れ
ぞ
れ
特
選
・
秀
作
・
佳
作
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た


